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(1)　第1861号　2021年12月５日

公共サービス民間労組協議会
第18回定期総会・学習会

日時　12月21日（火）19：00～
場所　水戸市　自治労会館
場所　学習会：給与の仕組みをまなぼう
　　　定期総会：活動報告・方針案・役員改選

　
自
治
労
・
県
職
連
合
・
茨

教
組
・
な
ど
で
構
成
す
る
地

公
労
（
茨
城
県
地
方
公
務
員

労
働
組
合
共
闘
会
議
）
は
、

　
月
　
日
の
県
人
事
委
員
会

10

11 県
地
公
労
が
大
筋
妥
結

一
時
金
は
来
年
６
月
支
給
分
で
調
整

勧
告
を
受
け
、
知
事
宛
て
に

要
求
書
を
提
出
し
交
渉
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
　
月
　

11

15

日
の
交
渉
で
は
、
臨
時
国
会

の
開
会
遅
れ
に
よ
る
政
府
の

一
時
金
の
減
額
調
整
先
送
り

方
針
か
ら
異
例
の
中
断
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
　
日
24

の
給
与
関
係
閣
僚
会
議
及
び

閣
議
に
よ
る
国
の
本
年
度
給

与
法
改
定
の
取
扱
い
を
受

け
、
　
日
に
再
開
し
た
交
渉

26

で
合
意
・
妥
結
と
な
り
ま
し

た
。

　
一
時
金
は
、
本
年
度
引
き

下
げ
分
を
来
年
６
月
支
給
分

か
ら
調
整
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
人
事
院
の
意
見
の

申
出
に
基
づ
く
妊
娠
・
出

産
・
育
児
等
と
仕
事
の
両
立

支
援
に
係
る
休
暇
制
度
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
改
正
に

準
じ
て
国
と
同
時
に
実
施
と

の
回
答
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
短
期
の
不
妊

治
療
休
暇
が
年
６
日
か
ら
　10
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Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
家
計
最
終
消
費
支
出
の
推
移

日
に
拡
大
（
２
０
２
２
年
１

月
１
日
か
ら
適
用
）。
通
勤

手
当
が
交
通
用
具
に
よ
る
も

の
に
対
し
て
距
離
区
分
の
緩

和
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
休
暇
制
度
で
は
、
短

期
不
妊
治
療
の
た
め
の
有
給

休
暇
の
新
設
と
、
年
次
休
暇

の
採
用
時
５
日
付
与
（
６
月

間
継
続
勤
務
す
る
場
合
）
な

ど
前
進
回
答
と
な
り
ま
し

た
。

４
％
賃
上
げ
を
め
ざ
す

春
季
生
活
闘
争
に
む
け
学
習
会

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

教
授
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
女
性
活
躍
推
進
か
ら
い

ま
求
め
ら
れ
る
働
き
方
・

税
・
社
会
保
障
改
革
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

清
山
教
授
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
や
女
性
活
躍
推
進
は
、

経
済
社
会
の
た
め
の
視
点
が

大
切
だ
と
指
摘
。
女
性
の
労

働
促
進
の
た
め
の
政
策
制
度

整
備
が
急
務
だ
と
し
て
、
現

在
の
労
働
抑
制
的
な
制
度
・

慣
行
で
は
な
く
、
勤
労
の
権

利
を
保
障
し
生
活
向
上
と

税
・
社
会
保
険
課
税
の
仕
組

み
作
り
、
職
場
と
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
両
面
か
ら
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
し
、

仕
事
と
両
立
で
き
る
福
祉
国

家
の
再
構
築
を
訴
え
ま
し

た
。
　
続
い
て
、
連
合
本
部
の
大

久
保
労
働
条
件
局
長
か
ら

「
連
合
２
０
２
２
春
季
生
活

闘
争
方
針
」
が
提
起
さ
れ
ま

し
た
。「
未
来
を
つ
く
る
。

み
ん
な
で
つ
く
る
。」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
２
０
２
２

春
闘
の
意
義
と
取
り
組
み
ス

タ
ン
ス
を
解
説
。
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
不
安
定
要
因
は
あ
っ
て

も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
水
準
は
回
復
基
調

が
見
込
ま
れ
る
が
、
勤
労
家

計
状
況
は
低
迷
し
続
け
て
い

る
。
そ
の
根
底
に
は
コ
ロ
ナ

以
前
か
ら
の
分
配
の
ゆ
が
み

が
あ
る
か
ら
だ
と
し
、
す
べ

て
の
組
合
員
が
賃
上
げ
に
取

り
組
み「
底
上
げ
」、「
底
支

え
」、「
格
差
是
正
」で
４
％

程
度
の
賃
上
げ
と
非
正
規
職

員
へ
の
昇
給
ル
ー
ル
の
導
入

を
要
求
目
標
に
掲
げ
、
分
配

構
造
を
転
換
す
る
突
破
口
と

す
る
と
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
連
合
茨
城
の
大

森
副
事
務
局
長
か
ら
、
春
季

生
活
闘
争
に
む
け
全
組
織
で

地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
（
個
別

賃
金
実
態
調
査
）
の
積
極
的

推
進
に
つ
い
て
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

知ってほしい！組合用語

　地方公務員の給与、その他の
勤務条件について中立的専門機
関としての人事委員会が調査・研
究を行った結果を自治体の議会
および首長に対して「報告」、「意
見の申出」、「勧告」するものを
「人事委員会勧告」と総称して呼
ぶ。人事委員会は、人事院と同
様の機能をもち、その勧告は人
事院勧告の内容を踏まえたもの
となっている。

人事委員会勧告

備
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
春
闘
で

は
、
仲
間
と
共
闘
し
て
底
上

げ
・
底
支
え
を
実
現
し
、
社

会
に
発
信
し
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
茨
城
大
学

人
文
社
会
科
学
部
の
清
山
玲

　
連
合
茨
城
は
２
０
２
２
春

季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
に

む
け
　
月
　
日
、
水
戸
市
内

11

24

で
春
季
生
活
闘
争
学
習
会
を

開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
内
山
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

働
く
仲
間
の
労
働
環
境
が
整

連合茨城

社会福祉評議会・保育職場アンケート結果から

保育の質の確保のためには
配置基準・処遇改善が必要
　県本部社会福祉評議会は、毎年「保育集会」を開催
し、職場の現状や課題を持ち寄り、学習・交流を深め
ています。今年度は、コロナ禍により集会という形を
変更してアンケートを実施。自治体加盟単組の保育職
場で働く仲間からの声を集めました。アンケートは、
５月上旬から６月の期間に実施。13単組501人の正規職
員・非正規職員の組合員から回答がありました。

 職員は足りていると思いますか？ 
　「足りていない」の回答が「足
りている」を上回っています。
「足りていない」最も多い理由は
「支援を要する子がいるため」で
した。保育士の明確な職員配置基
準がなく適切な職員配置が難しい
状況です。また、「時間帯により
不足」「短時間職員が多い」な
ど、正規職員の不足も明らかに。

 時間外手当は支給されていますか？ 
　「支給されていない」が全体の
４割。「保育業務への支給はある
が事務業務への支給はない」な
ど、業務内容によって支給に違い
があるとの回答もありました。

 時間外勤務の業務内容 
　回答の約６割が事務作業（児童
票作成、製作準備など）。保育業
務以外の事務負担が多い結果と
なっています。

 コロナ禍での感想 
　「子どもとの触れ合い方が変
わった」、「行事の中止など対応

が増えた」、「子どもへ感染させてはいけない、自分
も感染してはいけないという精神的ストレスを感じ
る」、「保護者からのクレーム増」など。

 その他意見 
　「持ち帰り残業が多く業務体制の見直しを」、「正
規職員の増員を求める」、「正規・非正規職員の均衡
待遇を」など。
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勤
労
者
福
祉
研
究
集
会
が
講
演
会

　
茨
城
県
労
働
者
福
祉
協
議

会（
労
福
協
）主
催
の
勤
労
者

福
祉
研
究
集
会
が
　
月
　

11

10

日
、
水
戸
市
内
で
開
か
れ
、

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

　
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら

10「
震
災
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
茨
城
新
聞
社
編

集
局
報
道
部
長
の
松
下
倫
さ

ん
が
「
東
日
本
大
震
災
を
振

り
返
る
～
取
材
か
ら
見
え
て

き
た
も
の
～
」
と
題
し
て
、

３
月
　
日
大
震
災
以
降
、
原

11

発
事
故
の
収
束
や
放
射
性
物

東
日
本
大
震
災
か
ら
　
年
10

質
の
波
及
が
見
通
せ
な
い
中

で
の
災
害
報
道
の
難
し
さ
に

つ
い
て
講
演
。
ま
た
、
大
震

災
か
ら
　
年
を
振
り
返
る
新

10

聞
連
載
を
通
し
「
東
日
本
大

震
災
は
原
発
事
故
を
含
め
　10

年
た
っ
て
も
ま
だ
終
わ
っ
て

い
な
い
。
震
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、
震
災
を
知
ら
な

い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
震
災

の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
茨
城
放
送
防
災
キ
ャ
ス

タ
ー
の
樋
口
直
実
さ
ん
か
ら

は
、「
自
ら
の
命
は
自
ら
で

守
る
～
生
活
者
目
線
で
考
え

る
防
災
・
減
災
と
は
～
」
と

題
し
、
取
材
し
て
き
た
経
験

か
ら
日
頃
か
ら
で
き
る
防
災

へ
の
工
夫
を
解
説
し
ま
し

た
。
樋
口
さ
ん
は
「
災
害
が

起
き
る
と
一
時
的
に
防
災
意

識
が
上
が
っ
て
も
時
間
が
た

つ
と
ま
た
下
が
っ
て
し
ま

う
。
災
害
は
い
つ
起
き
る
か

分
か
ら
な
い
。
特
別
な
も
の

で
は
な
く
、
生
活
習
慣
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
く
み
ん
共
済

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
全
労
済
茨
城
推
進

本
部
の
西
村
真
さ
ん
が
「
生

活
再
建
の
た
め
の
損
害
補
償

の
現
況
」
と
題
し
て
、
大
震

災
で
の
給
付
申
請
結
果
を
交

え
て
講
演
し
ま
し
た
。
自
分

の
命
を
守
る
防
災
減
災
と
併

せ
、
自
分
の
暮
ら
し
を
守
る

生
活
再
建
に
備
え
た
保
険
、

共
済
へ
の
加
入
を
訴
え
ま
し

た
。

執
　行
　委
　員
　
芝
田
　
成
輝

　
　
〃
　
　
　
鈴
木
　
鈴
麗

　
　
〃
　
　
　
小
澤
由
紀
子

　
　
〃
　
　
　
直
井
　
　
健

　
　
〃
　
　
　
根
﨑
　
貴
紀

　
　
〃
　
　
　
助
川
　
真
澄

　
　
〃
　
　
　
坂
本
　
祐
二

鉾
田
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
石
﨑
　
　
明

副
執
行
委
員
長
　
郡
司
　
明
宣

書
　
記
　
長
　
飯
島
　
和
宏

財
　政
　局
　長
　
川
﨑
　
英
明

書
　記
　次
　長
　
青
田
　
弦
也

執
　行
　委
　員
　
薄
井
　
利
昭

　
　
〃
　
　
　
松
村
　
剛
行

　
　
〃
　
　
　
酒
井
　
誠
治

　
　
〃
　
　
　
八
木
　
嶺
太

　
　
〃
　
　
　
会
沢
か
お
り

　
　
〃
　
　
　
石
﨑
　
裕
子

　
　
〃
　
　
　
米
川
　
光
希

　
　
〃
　
　
　
長
峰
　
典
子

鹿
嶋
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
浦
田
　
広
行

副
執
行
委
員
長
　
飯
島
　
　
優

　
　
〃
　
　
　
伊
藤
　
友
里

書
　
記
　
長
　
君
和
田
康
夫

書
　記
　次
　長
　
大
垣
　
和
也

　
　
〃
　
　
　
堀
口
　
敏
克

執
　行
　委
　員
　
佐
藤
　
晃
子

　
　
〃
　
　
　
和
泉
　
勇
希

　
　
〃
　
　
　
黒
須
さ
と
み

　
　
〃
　
　
　
新
島
　
俊
一

　
　
〃
　
　
　
水
野
　
翔
太

　
　
〃
　
　
　
久
保
真
理
絵

　
　
〃
　
　
　
田
邉
　
　
陽

　
　
〃
　
　
　
宇
治
澤
真
衣

　
　
〃
　
　
　
大
川
　
中
志

　
　
〃
　
　
　
石
嵜
　
聡
美

　
　
〃
　
　
　
小
松
﨑
靖
代

　
　
〃
　
　
　
榎
本
　
　
幸

神
栖
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
山
下
　
陽
平

副
執
行
委
員
長
　
猿
田
　
尚
人

　
　
〃
　
　
　
山
本
　
直
樹

　
　
〃
　
　
　
田
川
　
直
美

　
　
〃
　
　
　
木
之
内
　
桜

書
　
記
　
長
　
小
澤
　
正
尭

書
　記
　次
　長
　
古
徳
　
　
真

　
　
〃
　
　
　
沼
田
　
純
代

　
　
〃
　
　
　
名
雪
　
武
志

執
　行
　委
　員
　
松
﨑
　
孝
彦

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治
労茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所
に直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別
事案ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の
報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。
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だ
。「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
と
い
う
も
の
で
、

経
済
活
動
の
再
開
を
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
の
に
活
用

し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。

Ｑ
　
な
ん
か
混
乱
し
そ
う
。

Ａ
　
実
は
、
検
査
キ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
、
国
の
承
認
を
受

け
ず
性
能
も
不
確
か
な
製
品

が
販
売
さ
れ
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
精
度
が
格

段
に
低
い
検
査
キ
ッ
ト
を
使

い
、
陰
性
だ
っ
た
と
し
て
受

診
し
な
か
っ
た
り
、
感
染
を

拡
大
さ
せ
た
り
す
る
危
険
性

も
あ
る
。
経
済
活
動
再
開
は

と
て
も
大
事
だ
が
、
政
府
は

検
査
キ
ッ
ト
や
そ
の
結
果
に

つ
い
て
の
扱
い
に
は
慎
重
に

対
応
し
て
ほ
し
い
ね
。

え
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
無
症
状
の
人
が
感
染
の

有
無
を
自
分
で
判
断
す
る
た

め
に
使
う
こ
と
は
推
奨
し
て

い
な
い
。

Ｑ
　
で
も
、
検
査
キ
ッ
ト
を

陰
性
証
明
に
利
用
す
る
動
き

が
あ
る
と
も
聞
い
た
よ
。

Ａ
　
政
府
は
、
検
査
キ
ッ
ト

で
陰
性
な
ら
ば
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰

性
だ
っ
た
人
と
同
じ
よ
う

に
、
飲
食
店
の
利
用
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
を
緩
和
す
る
方
向

特
例
的
に
認
め
た
。
自
分
で

鼻
の
穴
を
綿
棒
で
ぬ
ぐ
っ

て
、
試
料
を
た
ら
す
と
　
～
15

　
分
ほ
ど
で
結
果
が
出
る
。

30販
売
価
格
は
数
千
円
だ
よ
。

Ｑ
　
簡
単
で
、
早
く
検
査
が

出
る
っ
て
、
い
い
ね
。

Ａ
　
た
だ
、
病
院
な
ど
で
行

う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
に
比
べ

る
と
、
精
度
が
劣
る
た
め
、

感
染
し
て
い
て
も
陰
性
に
な

る
場
合
が
あ
る
。
だ
か
ら
厚

労
省
は
、
体
調
が
悪
い
時
に

検
査
キ
ッ
ト
を
使
い
、
陽
性

な
ら
ば
通
勤
・
通
学
を
控

Ａ
　
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を

手
軽
に
調
べ
ら
れ
、
結
果
も

早
く
出
る
と
い
う
検
査
キ
ッ

ト
で
、
厚
生
労
働
省
が
先

頃
、
調
剤
薬
局
で
の
販
売
を

Ｑ
　
自
分
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
が
販
売
さ
れ
て
い
る
と

か
。

簡
便
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
劣
る
精
度
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講演する茨城新聞社
松下倫さん

防災キャスターの
樋口直実さん




